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被害軽減の継続と成果の全国的な広がりを目指して

　三重県伊賀市では、阿波地域を中心に本プ

ロジェクト等により ICT 捕獲システム、広域

でのサル群管理、集落防護柵と併用したシカ

の集中捕獲等の実証を行い、P37、38、40 に

示すように被害を大幅に軽減させることに成

功しています。

　これらを維持し、また、他の地域へのモデル

を示していくため、本実証に関わる研究機関・

企業・地域・行政等が連携し、「一般社団法人

獣害対策先進技術管理組合」を設立しました。

　ICT 捕獲システムの導入や維持管理の方法・

課題、これら技術を用いたサル群やシカ管理

の状況などに関する現地研修を行っています。

研修の内容は、農林水産省が予算措置

し生研支援センターが実施した革新的

技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略

プロジェクト）「 ICT を用いた総合的技

術による、農と林が連動した持続的獣

害対策体系の確立」（平成 27 年度補正

予算、研究期間：平成 28 ～ 30 年度）の

研究成果を含みます。

協力　阿波地域住民自治協議会・三重県・伊賀市

〒 516-0802　三重県伊勢市御薗町新開 80 番地  大西ビル 301号　株式会社アイエスイー内
TEL 0596-65-7100（平日：9時～ 18 時）    FAX 0596-36-3847　 e-mail  jugai.tech@gmail.com     
https://sites.google.com/view/jugai-tech
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背景
□  野生鳥獣の被害は種々の取り組みが進められ、成果も出ているが、

 　深刻化・広域化している地域も多い

□  農業農村の基盤強化のためにも、獣害の解決は今後更に重要な課題

□  攻めの農林水産業推進本部の取りまとめでも、被害防止活動を推進

□  環境省と農林水産省の「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」では、シカ、イノシシの捕獲強化を推進

□  被害対策技術は普及しつつあるが、個体数増加による加害獣増加や群れの頭数増加が深刻

□  人口減少が急速に進んでおり、捕獲を含む獣害対策の担い手自体も高齢化や

　 減少が進みつつある

課題
■  高齢者が少人数でも使用可能な更なる簡素化技術や省力化技術、

　 様々な社会的背景に柔軟に対応可能な汎用技術が必要

■  新たな獣害対策の担い手を育成することが可能な技術体系や手法の開発が必要

■  シカの高密度地域で短期間に密度を低下させ、 農村への侵入を抑制するためには、

　 農地と山林で併行した捕獲を進める技術が必要

■  全国で 1,000 もの市町村で設立が進んでいる獣害対策実施隊など、

　 現在の獣害対策の実務者が使用可能な技術や手法が必要

■  被害管理と個体数管理により、被害が軽減可能であるという多数の実例や多様なモデルが必要

野生動物による農林業被害は、各地で種々の取り組みが進められ、被害軽減の成果が出ている地域も

増えています。一方、頭数の増加や分布の拡大により全国的には、被害が深刻化、広域化している地

域も数多くみられます。また、農村では高齢化や過疎化が進み、捕獲や被害対策の担い手も減少する

傾向にあります。そのため、少数の担い手でも集中的な捕獲が可能となる技術や、新たな担い手の負

担を軽減する省力的な捕獲技術等が必要とされます。また、全国的な獣害の解決には、これら新たな

技術と既往の被害対策等を併用することで、多様な地域の課題を実際に解決可能であるというモデル

を育成することが重要と考えられます。これらの背景を踏まえ、革新的技術開発・緊急展開事業（う

ち地域戦略プロジェクト）のなかで、研究コンソーシアムを形成し、これら課題を解決するための実

践的な研究に取り組みました。本報告書はその成果の一端をまとめたものです。多くの関係者の皆様

に手にとっていただき、研究成果である技術や手法を導入することで、地域の獣害軽減に役立ててい

ただくことを祈念いたします。

研究代表者　兵庫県立大学 自然・環境科学研究所　教授　山端 直人
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